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様式第２号（第５条関係） 

発 言 者 ・ 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

 

司会（渡部課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（渡部課長） 

 

 

 

 

石﨑会長 

 

司会（渡部課長） 

 

１ 開会 

   皆様こんにちは。定刻になりましたので、会議を始めさせていただき

ます。本日は大変お忙しい中、年度末の忙しいところお集まりいただき

まして誠にありがとうございます。本日司会を務めさせていただきます

健康医療課長の渡部と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

それではただいまから、令和５年度第４回久喜市健康増進・食育推進

会議を開催させていただきます。会議は健康増進・食育推進会議条例第

７条第２項の規定によりまして、委員の過半数の出席が必要となります

が、現在出席委員は１５人で、過半数に達しております。また、岡田委

員、中野委員におかれましては、遅れて出席するとのご連絡をいただい

ております。 

続きまして、会議につきましては、審議会等の会議の公開に関する条

例第３条に基づきまして、公開とさせていただきます。現在のところ傍

聴の方はおられません。また、会議録作成のため、録音をしております

が、会議録につきましては、ほぼ全文記録で作成いたしまして、確認及

び署名につきましては、石﨑会長にお願いしたいと存じます。 

続きまして、本日の会議の終了予定時刻でございますが、２時４５分

とさせていただきたいと考えておりますので、ご協力をよろしくお願い

いたします。 

 

２ あいさつ 

それでは、次第に基づきまして、会議を進めさせていただきます。次

第２の挨拶でございます。開会にあたりまして、石﨑会長からごあいさ

つをいただきたいと存じます。 

石﨑会長よろしくお願いいたします。 

 

（会長あいさつ） 

 

石﨑会長ありがとうございました。 

続きまして、本日の配付資料を確認させていただきたいと存じます。
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司会（渡部課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（渡部課長） 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

事前に送付させていただきました資料ですが、８点ございます。 

１． 第４回会議次第 

２． 委員名簿 

３． 久喜市健康増進・食育推進会議条例 

４． 傍聴要領 

５． 資料１－１ 市民意見提出制度（パブリック・コメント）で寄せ

られたご意見について（対応表） 

６． 資料１－２ 庁内連絡会議及び作業部会（書面会議）で寄せられ

た意見について（対応表） 

７． 資料２ 計画（案）の修正箇所 

８． 資料３ 第３次久喜市健康増進・食育推進計画 第２次久喜市自

殺対策計画（案） 

以上８点になりますが、配布した資料で漏れ等がないでしょうか。お

手元にすべてお揃いでしょうか。 

 

  ３ 議題 

それでは、次第３の議題に移らせていただきます。 

議事の進行につきましては、久喜市健康増進・食育推進会議条例第７

条第１項の規定によりまして、石﨑会長にお願いしたいと存じます。石

﨑会長よろしくお願いいたします。 

 

   市民意見提出制度及び庁内会議の報告、最終案について 

はい、それではしばらくの間議長を務めさせていただきます。会議が

円滑に進行できますよう、皆様のご協力をお願いいたします。 

それでは、市民意見提出制度及び庁内会議の報告、最終案につきまし

て、事務局から説明をお願いいたします。 

 

はい。それでは市民意見提出制度（パブリック・コメント）及び庁内

会議の報告と最終案につきましてご説明させていただきます。このまま

着座で失礼させていただきます。 

まずそれぞれの資料についてご説明させていただきます。資料１－１

をご覧ください。こちらは計画の素案につきまして、令和６年１月１２

日から２月１３日にかけてパブリック・コメントを実施いたしましたと

ころ、２名の方から４件のご意見が提出されました。この資料１－１に
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、左から順に、計画のどの部分に当たるか、分野がどこか、該当する

ページ、いただいたご意見、それに対する市の対応、計画の修正の有

無、修正がある場合の修正箇所と記載しております。こちらにあります

内容につきましては、今後、市ホームページに掲載する予定となってお

ります。 

次に資料１－２をご覧ください。こちらは庁内連絡会議及び作業部会

を書面開催いたしまして、計画の素案についての庁内各課から提出され

た意見をまとめたものでございます。こちらの表の作りは先ほどの資料

１と同じとなっております。 

次に、資料２をご覧ください。こちらは資料１－１と資料１－２の中

の修正があった箇所について、該当するところを示したものでございま

す。 

次に資料３をご覧ください。こちらはこれまで資料１と資料２で出て

きました修正点を反映させた最終案となります。 

それではお戻りいただきまして資料１－１をご覧ください。上から順

にパブリック・コメントで寄せられたご意見についてご説明させていた

だきます。 

１点目の計画全体について、市の組織機構改革が令和６年度に予定さ

れておりますが、それについて担当課名が変更になることから、課名を

併記するなどわかりやすくする必要があるのではないかというご意見で

した。 

これにつきましては、パブリック・コメントで素案をお出しする際に

は、その時点での課名を記載させていただいておりましたが、今後計画

を策定する際には、新しい組織に合わせて、取組みの所管課の課名につ

いては変更させていただきたいと考えております。 

次に２点目ですが、民間企業等との包括連携協定について、具体的な

取り組みについて教えて欲しいというご意見がございました。 

これにつきましては、ライザップとの協定やモラージュ菖蒲との協力

によって実施しているイベントなどの具体的な取組み内容の事例を挙げ

させていただいております。こちらについては特に計画の修正はござい

ません。 

次に３点目です。栄養・食生活と身体活動の分野について、骨粗しょ

う症についての記載がほとんどないというご意見がございました。 

こちらの対応につきましては、資料３の６７ページにこちらの市の取
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組みの一番上の取組み内容としまして、「食育月間等に合わせて、バラ

ンスの良い食生活の実践に繋がる周知啓発の実施」という取組みがあり

ますが、こちらの取組みの中には、骨の健康チェックや骨粗しょう症予

防講座といった骨粗しょう症に対する取組みが含まれております。 

また、運動について、同じく資料３の７１ページをお開きください。

こちらの７１ページに市の取組み①として、「日常的な運動習慣の定着

を推進します。」ということで、様々な市の取組み内容を挙げさせてい

ただいておりますが、こうした取組みを行うことが、骨粗しょう症予防

にも繋がるものと考えられます。修正を課する箇所としましては、資料

２の６６ページをご覧ください。下半分にコラムを掲載しております

が、その四角の中に修正①とございます。太字で記載しているところで

すが、骨粗しょう症という言葉をここに入れております。修正①の箇所

に食生活の乱れによる影響の１つとして骨粗しょう症を加えておりま

す。 

次に、資料２の７０ページをお開きください。こちらも＋１０（プラ

ス・テン）に関するコラムがありますが、こちらに修正①といたしまし

て、「身体活動不足は骨粗しょう症の要因の一つでもあります。」とい

うことを加筆させていただいております。３点目のご意見につきまして

はこちらの２ヶ所の修正を行いたいと思います。 

次に４点目、最後のご意見ですが、骨粗しょう症検診はこれまでどの

頻度で実施され受診率はどの程度でしょうかというご質問になっており

ます。こちらは保健センターにおきまして、毎年２０歳以上の方を対象

とした骨の健康チェックを開催しておりますので、対応としましては、

その実施状況を記載させていただいております。こちらにつきまして修

正は特にございません。 

資料１－１につきましては以上でございます。 

次に資料１－２をご覧ください。資料１－２の上から順にご説明させ

ていただきます。１つ目の食の安心・安全の分野で、「久喜産」として

いた表記を、「久喜市産」に統一をいたします。修正箇所ですが、資料

２の４６ページをご覧ください。４６ページに修正②として２ヶ所ござ

います。久喜産となっていたものを久喜市産に統一させていただきまし

た。同様に資料２の５２ページ、５３ページ、１０２～１０５ページ、

１３１ページをこちらと同じように文言の統一をさせていただいており

ます。 
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、資料１－２にお戻りください。２つ目の循環器病・糖尿病・Ｃ

ＯＰＤの分野になります。「（１）１人当たりの国民健康保険の医療

費」と記載していた部分を、「（１）国民健康保険の１人当たり医療

費」に文言を修正させていただきます。また、（２）の中で、「特定健

康診査」を「特定健康診査受診率」に文言の整理をいたします。修正箇

所につきましては、資料２をご覧ください。資料２の５０ページに２ヶ

所修正③と、四角で囲んであるところがございます。このような形で文

言の修正をさせていただきたいと思います。 

では、資料の１－２にお戻りください。上から３行目の歯・口腔の健

康の分野で、漢字で「虫歯」としている箇所がございましたので、これ

をひらがなと漢字の「むし歯」の表記に統一いたします。修正箇所につ

きましては、資料２の５２ページをご覧ください。５２ページの中ほど

の少し上のあたりに、修正④としております。５８ページも同様に、漢

字の表記からひらがなと漢字のむし歯に表記を統一させていただいてお

ります。 

では、資料１－２にお戻りください。栄養・食生活の分野で、全体の

表現を合わせるために、「栄養バランスのとれた」と書いていたところ

を、「栄養バランスの良い」という表現に修正いたしました。修正箇所

につきましては、資料２の６７ページをご覧ください。市の取組みの四

角の中ほどに修正⑤とございます。このような形で「栄養バランスの良

い」という表現に修正いたしました。６８ページにも同様な箇所がござ

いますので、同じように修正しております。 

では資料１－２にお戻りください。上から５行目の身体活動・運動の

分野、主要なスポーツイベント大会への参加者数の指標のところで、こ

れまでの素案ですと「現状値の数値」に「以上」とついていたものを、

「目標値」に「以上」とつけるように修正しております。修正箇所につ

きましては、資料２の７２ページをお開きください。資料２の７２ペー

ジで修正⑥となっているところです。指標の上から２つ目です。太字で

現状値、目標値のところを修正しております。同様に１２３ページ、１

２８ページについても同じように修正しております。 

恐れ入りますが、資料１－２にお戻りください。次に循環器病・糖尿

病・ＣＯＰＤの分野で、市の取組みの特定保健指導につきまして、３つ

に分けて記載をしていたところの文言を整理させていただいておりま

す。修正箇所につきましては、資料２の８８ページをお開きください。
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の取組みの２行目のところに修正⑦としております。文言をこのよう

に修正しております。 

恐れ入りますが、資料１－２にお戻りください。循環器病・糖尿病・

ＣＯＰＤの分野で、達成目標の中で、「特定保健指導受診率」となって

いたものを、「特定保健指導実施率」と文言を修正しております。修正

箇所は、資料２の８９ページの達成目標の２行目に修正⑧ということで

修正しております。こちらにつきましては１３０ページも同様に修正し

ております。 

次に、資料１－２にお戻りください。一番下の休養・睡眠・こころの

健康の分野についてですが、指標の中のいきいきデイサービスに関する

ものについて、「いきいきデイサービス年間実利用者数」に統一してお

ります。修正箇所につきましては、資料２の９３ページをお開きくださ

い。９３ページの指標の中で修正⑨としております。この指標が他のペ

ージにも出てきておりまして、１２３ページ、１２９ページ、１３２ペ

ージも同様に修正をしております。 

では、資料１－２の２枚目をご覧ください。食の安全・安心の分野に

ついて、指標の中の「久喜市産農産物を使用した保育園給食の提供数」

について、これまで指標としておりましたが、担当課から、こちらにつ

いては米以外の久喜市産農産物については、各保育園で納品の有無が異

なり集計が困難であり、指標とするには不適当であるとの申し出がござ

いまして、今回は指標からは削除させていただきました。該当するペー

ジにつきましては、資料２の１０４ページ、１３１ページでございま

す。こちらからは削除させていただきました。この久喜市産の農産物の

使用につきましては、学校給食についてはセンター方式でやっておりま

すので、これまで通りとしていきたいと考えております。 

資料１－２に再びお戻りいただきまして、１４１ページのところで、

組織機構改革に伴って課名を直すべきという意見が庁内から出ています

が、これにつきましては、資料２の１４１ページをお開きください。こ

ちらは久喜市健康増進・食育推進庁内連絡会議規程の別表になっており

まして、この表について、令和６年度から所管課が変わることになりま

すが、今回この素案の中に掲載しているのは、計画策定に当たる体制を

示すものでございますので、令和５年度策定時点での組織に合わせて記

載しております。そのため今回は修正はなしとしております。 

また資料１－２にお戻りください。最後の行になります。 
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

循環器病・糖尿病・ＣＯＰＤの分野で、「内臓脂肪症候群」の漢字が

誤っておりましたので、正しい漢字に修正をさせていただいておりま

す。修正箇所につきましては、資料２の１４７ページになります。修正

⑩ということで漢字を正しいものに修正しております。 

また、資料３の５７ページをお開きください。こちらは計画の体系図

になっておりますが、ページが両面に分かれてしまっております。こち

らは、今後、見開きの形で見ていただけるような形に修正いたします。 

修正箇所としては以上となります。今見開きになってない部分があり

ますが、そちらも反映して、資料３を最終案とさせていただきたいと考

えております。 

ここで、「ユニボイス（Uni-Voice）」というもののご紹介をさせてい

ただきたいと思います。資料３の表紙の裏面をご覧いただければと思い

ます。 

表紙の裏面に説明が入っておりますが、久喜市では視覚障がい者へ向

けて情報を提供するため、印刷物にユニボイスの２次元コードをつけさ

せていただいております。専用の機器もしくは専用アプリをスマートフ

ォンにダウンロードして２次元コードを読み込んでいただくと、該当す

るページの内容を読み上げる仕組みとなっております。今回お配りした

資料につきましては、まだ各ページにこの２次元コードが入っておりま

せんが、完成版では各ページに記載し、読み上げ機能をつけるようにし

たいと考えております。 

資料のご説明については以上となります。 

 

はい、ありがとうございました。 

ただいま事務局から、市民意見提出制度及び庁内会議の報告、最終案

につきまして説明がありました。ご質問ご意見などございましたら挙手

をお願いいたします。 

小川委員お願いいたします。 

 

民間企業等の包括連携協定について、ライザップとの包括連携協定

は、具体的な取組みについてこれから検討をするとのことですが、ホー

ムページで情報をみると、契約は昨年の４月となっています。ほぼ１年

経過しているわけですが、これまでの実績はあるのですか。 
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

 

  連携協定を庁内で取りまとめている担当課がありますが、まだ年度途

中ということで、今のところまだ実績の報告はございません。来年度以

降、また改めて照会があるかと思いますが、私どもが確認した時点で

は、まだ実績はないとの回答でした。大変良い取組みだと思いますの

で、これから関係課でどういった活用ができるかということを検討して

いくことになるかと思います。 

    

ホームページ上でライザップと締結した他の自治体を調べてみます

と、対象としては働き盛りの世代、あるいは高齢者向け世代と、色々な

世代に向けた健康講座や健康運動講座など実施をしており、すごく市民

にとってはありがたいものだと思います。ぜひ有効な方法を考えていた

だければと思います。例えばウォーキングでも効率的に安全に行うため

には専門家の指導があった方が望ましいと思いますので、なるべく多く

の市民を対象とした健康運動講座、健康講座を実施していただければと

思います。 

また、モラージュ菖蒲の協力によるスポーツイベントや明治安田生命

保険相互会社によるスポーツイベントとありますが、具体的にはどのよ

うなことをされているのですか。 

    

例えば明治安田生命につきましては、今年度、健康医療課で秋にイベ

ントを開催した際にブースを出していただきまして、ベジチェックとい

う野菜をどれ程度摂取しているか確認がとれるものや、血管年齢の測定

をしていただき、多くの市民の皆様にブースにお立ち寄りいただいて、

今後の健康づくりに生かしていただける内容となったと思います。 

 

 わかりました。ありがとうございます。 

 

はい、ありがとうございました。他にご意見等よろしいでしょうか。 

 

  ４ その他 

では、続きまして次第４その他に移らせていただきます。こちらに最

終案をお示しいただいているところですけれども、本日は少しお時間も

ございます。最終案については前回の会議でも活発にご意見をいただき

ましたが、計画に対するご所感ご感想等で結構ですので、委員の皆様に
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議長（石﨑会長） 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

ぜひご発言いただきたいと思っております。お１人１分程度の短い時間

なりますが、小川委員から時計回りで順にお願いしたいと存じます。 

 

  わからない点がいくつかあったので質問させていただきます。健康増

進計画の７２ページにある身体活動・運動の達成目標について、１２月

の会議の際に、高齢者についても達成目標を立てた方がいいのではない

かということを提案させていただきましたが、その後、市の対応、方針

として高齢者は除くという回答であったかと思います。その際には、高

齢者には運動習慣者が多いから、高齢者についての達成目標を立てない

ということだったと思いますが、その理解でよろしいでしょうか。 

 

   高齢者の方を省くということよりも、市民意識調査の際に２０代から

５０代にかけて運動習慣がついていない市民が多いという結果でありま

したので、特にこの世代を注目したいと考えました。高齢者の方につい

ても、どれくらい運動されているかを確認したいところではありますの

で、それは市民意識調査の中で確認はさせていただきたいと思っており

ます。達成目標としては特に着目したい世代に絞らせていただいており

ます。 

 

私としては少し理解できないです。特に若者の中で運動不足、運動習

慣者が少ないというのは確かに大きな問題だと思いますが、これは高齢

者にとってもすごく身近な問題です。この計画は１０年以上の計画だと

思いますが、この１０年間運動するかしないかというのは健康寿命に直

結することなので、すごく重要なことであると思います。また、意見書

にも書かせていただきましたが、多分この傾向というのは、他の地域で

も同じで、国の出している説明資料の中にも書いてありますし、高齢者

の方が運動習慣の目標が高く設定しております。私としては、本当は達

成目標に入れた方が良いのではないかという意見です。 

 

 今回は特に運動習慣がついていない世代に着目したいということで年

代を絞らせていただいていますが、若い世代から運動習慣をつけていく

ことで、ご高齢になってからも、それまでの運動習慣があれば健康につ

ながるのではないかということもあり、ここの世代を特に取り上げたと

ころではあります。高齢者についても、その方によって動ける範囲も異
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

中野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

加藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なることもあるかと思いますので、そこは市民意識調査の中で、高齢者

の方を含むすべての世代の方について、運動習慣、どのような運動をし

ているかについて中間の見直しのタイミングで確認させていただきたい

とは考えております。 

 

はい、わかりました。ただ、どちらにしてもアンケート調査を行って

検討するのであれば、達成目標に設定した方が良いのではないかという

のが私の意見ですが、市としてそういう方針だということであればわか

りました。 

   

はい、ありがとうございます。では、中野委員お願いいたします。 

 

私は広報を見るのがとても好きで、よくチェックして何か良いイベン

トがあると参加させていただいていますが、７２ページの４番の「主要

なスポーツイベント大会への参加者数」という指標が目標値に比べて、

現状値が少ないと感じ、少し残念だなと思っていました。私はヨガなど

をするのも好きで、あまり道具のいらない個人でも参加しやすいような

イベントもあると良いと感じています。 

また、周知の仕方に関して、私は広報を読みますが、やはり若い人た

ちに向けて周知の仕方ももう少し色々あると良いと感じています。以上

です。 

 

はい、ありがとうございました。では、加藤委員お願いいたします。 

    

運動するにあたり、色々なやり方があると思いますが、地域格差があ

り、コロナもあり、家からなかなか出てこない、そういう傾向が今まで

ありました。また、地域におかれまして、体育系の資格を持っている方

が近くにいるいないとでは大分格差があります。また、区長が非常に活

発に動いているところと、あまり動きのないところと、そういった地域

格差が非常にあると思います。私もソフトボールや、高齢者ではゲート

ボールなどの大会があるので、周りに声をかけて、１人でも多くの方が

参加して鬱憤ばらしや世間話なども含めて、運動と合わせて地域社会を

明るくしていくことが良いと思います。よろしくお願いします。 
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議長（石﨑会長） 

 

岡田委員 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

冨田委員 

 

 

 

 

ありがとうございます。では、岡田委員よろしくお願いいたします。 

 

久喜市が一生懸命イベント等をたくさんやってくれていることを私は

委員になって知り、少し恥ずかしく思っておりました。近所には新しい

家がたくさん建ち始め、新しい方がたくさん久喜市に来ると思うので、

やはりどんどん周知をし、たくさんの人にイベント等に参加していただ

ければと思いますのでよろしくお願いします。以上です。 

    

ありがとうございます。では、佐藤委員お願いいたします。 

 

大変立派な冊子にまとめていただいたというのが正直な感想です。本

当にお疲れ様でした。 

私は前回もお話したかと思いますが、高齢者の健康づくりの意識とい

うのが高まっていると感じる一方で、子どもたちがあまり外に出なくな

った姿や、外にいてもゲームで遊んでいるような姿をいつも心配してい

ます。この計画は１２年間使われるわけですが、この１２年間の間に子

どもたちを取り巻く環境というのも、変わってくるのではないかと思い

ます。例えば久喜市も例外ではないと思いますが、少子化によって学校

の統廃合等が進みます。そうすると、校舎や校庭など使用していないと

ころも出てきます。そのあたりをどう久喜市で活用し、健康づくりにつ

なげていけるか、子どもたちにどんな形で開放したら、子どもたちが喜

んで外に出てくるのだろうか、そういった発想で、長期的なスパンでみ

ていただくと良いと思います。 

もう１点は、中間評価の段階で見直しする際に、具体的な効果的な方

法が見つかったときには、柔軟に進めていけるような発想を持っていた

だけると良いと思っています。以上です。 

 

はい、ありがとうございます。では、冨田委員お願いいたします。 

 

私事ですが、２月末に要介護４の母が施設でコロナ陽性となり、施設

から自宅で看てくれと言われ、自宅に帰ってきました。１週間経過し、

私も仕事があるので、また母は施設に入所しましたが、母の姿を見て、

食べることが大事だと身をもって感じました。私自身、来年６０歳にな

りますが、食べられなくなったらもう生きられないと本当に感じます。
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冨田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

三澤委員 

 

 

 

 

 

 

ただ自分自身この１０年間で色々なところで身体に支障をきたしている

し、仕事にかまけて運動もしてないと色々と考え、本当に生きるという

ことについて考えさせられることが多いです。普段の食がしっかりして

いないといけないし、それが本当に毎日の１食１食の積み重ねが体を作

っていくし、これからどうなっていくのかと感じています。 

また、年明け早々に地震がありました。私は野菜ソムリエという資格

を持っておりますが、災害調理の依頼があったので袋の中でご飯を炊い

たり、汁物を作ったり、何か普段から機会があれば子どもたちに広め

て、自分でも料理を作るという楽しみを伝えられたらと思うようになっ

てきました。お金を出せば災害のときも食事のことはやってくれるから

良いといった方がいらしてびっくりしました。自分で努力するというこ

とも考えなくなってきていて、市にお願いすれば良いとか、市、自治体

がその食事を運んでくれるからとか、依存心が強すぎます。食育につい

ては、自分のことは自分でやる、本当に生きていくための基本のところ

を何かの形で、母親の立場で、妻の立場で、何かできたらと思っていま

す。私も久喜市での取組みに対して、もっと積極的にお手伝いできるこ

とがあればと思います。本当にこれからの子どもたちはどうなってしま

うのか、これから災害も多く色々なことがあり、思いもしないようなこ

とが起き、マイナスなことばかり考えてはいけないですが、食の大切さ

や命の大切さを伝えられたら良いと思っています。 

また地震も最近多く、これから災害もくるということも考えて、普段

のことから学べること、自助努力で出来ることなど、何かできたら良い

と思っています。話がまとまらないところがありますが、何かまたお手

伝いできたら良いと思います。ありがとうございました。 

 

はい、ありがとうございます。では、三澤委員お願いいたします。 

 

区長会から代表して参加しました。今回で２回目の参加です。私も

色々と会議には出ておりますが、計画策定の途中からということで、な

かなかわかりにくいテーマという第１印象でした。 

行政に関わっているものとしまして、２点ほど確認させていただきた

いと思います。まず１点目ですが、よく「子ども食堂」と言われており

ますが、子ども食堂の数が久喜市内ではどのくらいあるのか、また、市

はどのように関わっているのかということをお聞きしたいです。また、



13 

 

三澤委員 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

三澤委員 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

三澤委員 

 

議長（石﨑会長） 

 

渡辺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に区長関係、民生委員と一緒に「いきいきサロン」を運営されている

ようですが、この数を把握していれば教えて欲しいと思います。わから

なければ結構ですが、いずれについてもお答えをいただきたいと思いま

すのでお願いいたします。 

 

はい、ありがとうございます。こちらのご質問につきましては事務局

よりご説明をお願いいたします。 

 

 はい、まず１つ目の「子ども食堂」につきましては市のホームページ

に掲載をさせていただいておりまして、そちらに掲載されている数とし

ては９ヶ所ということになります。 

また、「いきいきサロン」につきましては数は把握しておりませんの

で、今この場ではお答えしかねます。申し訳ございません。 

 

子ども食堂は、事業所と市の関わりというのがあるわけですか。 

 

子ども食堂につきましては、市の子ども未来課で担当しておりまし

て、例えばフードドライブやフードポストを設置し、市民の方からいた

だいた食材を子ども食堂の方にお引き渡しするといったお手伝いをさせ

ていただいております。 

 

はい、わかりました。ありがとうございました。 

 

はい、ありがとうございました。では、渡辺委員お願いいたします。 

 

スポーツ少年団から参っております。スポーツ少年団の子どもたちの

数そのものはそんなに減ってはいませんが、小学生の何割何％の子ども

がスポーツ少年団で活動しているかいうと、久喜市は比較的高いと言わ

れ、１０人に１人以上、約１６％程度だと聞いております。しかし、そ

れでもなかなか増えないと感じております。例を挙げますと、野球部会

は、久喜市の合併当時は１９団ありましたが、今や１０団に減っていま

す。なかなか団数が増えない状況で、野球以外にも子どもたちの興味の

ある色々なイベントをどんどんやってはいますが、なかなか周知できて

おりません。ホームページがある団も１２団のうち半数に満たないで
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渡辺委員 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

倉持委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

す。告知の仕方も悪いと思っています。それは市のイベントや関連イベ

ントでも同じですけれども、やはりデジタル化が叫ばれている昨今です

ので、ＳＮＳを活用したイベントの告知だとか、集客をもう少し進める

時代と思います。だから私もキーワードでいうと、「デジタル化」が叫

ばれると考えております。以上です。 

 

 はい、どうもありがとうございました。倉持委員お願いいたします。 

 

私が一番気にしていることは、人生の中においての健康管理です。健

康管理については市で行っている特定健康診査があります。１年に１

回、データを確認しておりますが、数値目標が６０％とあります。実は

最近私の同年代の人間が病気を発症し、大体３ヶ月で亡くなっていま

す。非常に早いです。暮れに手術をして、そのあと年末年始に家で休ん

でいたところ、むくみが出てきて水分がたまってしまい、２月に亡くな

ってしまった方がいました。学校の先生ですが、７１歳でした。また、

６６歳で亡くなった方もいましたが、抗がん剤が合わないと話しており

早く亡くなられました。このような経験もあり、特定健康診査の現状値

が４０．５％は良い数値なのか悪い数値なのかわかりませんが、せめて

年に 1 回は健診を受けて病気の予防をして欲しいと思い、この現状値が

最低でも目標値の６０％程度には達して欲しいと思っております。もう

１つは、８８ページに「地域の仲間と健康づくりに取り組みます。」と

書いてありますが、地域差があり、先程話題にあがりました「ふれあ

い・いきいきサロン」に関しても、やっているところとやっていないと

ころがあります。私の自治会はやっていますが、毎回同じ内容では仕方

ないので、手品等色々なことをやって、午後の２時間から３時間やるの

に大体２０人ぐらい来ています。健康づくりや健康体操とか、色々なコ

ミュニティセンターや商工会の事務所の会議室を借りてやっております

が、久喜市が合併してもう１０年を超えていますので、地域差をなくし

て積極的に健康づくりをしたいです。私たちは９，０００から１０，０

００歩毎日歩いています。歩けなくなったらもう何もできなくなってし

まうので、こういった健康づくりをもっと積極的に取り組む方策を挙げ

ていただきたいと思っております。以上です。 

 

はい、どうもありがとうございます。盛永委員お願いいたします。 
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盛永委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

天海委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

天海委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近興味があるのは、がんのことです。身内が１月２８日にがんで亡

くなりました。７６歳でした。発症してから３年。最初はわかりません

でした。実際には食道がんでしたが、当初は胃がおかしいと言うので一

生懸命胃薬を飲んでいましたが、良くなりません。そのうちに食道がだ

んだん詰まってきて、コーラを飲んだときに苦しくなったので病院に受

診したところ、食道がんでした。その時にはステージ４であり、手術が

できないため、抗がん剤で治療しようということになりましたが、どれ

も抗がん剤は駄目でした。抗がん剤で体が良くなれば良いのですが、が

ん患者の体をどんどん蝕んでいきました。痩せていきます。６０キロあ

った体重が３０キロになりました。そこで、私はこのがんの啓発をもっ

とたくさん行って欲しいと思っております。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。では天海委員お願いいたします。 

 

食改善の活動を行っております天海といいます。とてもよくまとめら

れた素晴らしい計画だと思います。おそらく、厚労省の指標だったと思

いますが、健康日本２１の第３次において、塩分の摂取量が７．０グラ

ムとなっていましたが、男性と女性との体格差があるので、私たちの活

動の中では、男性が７．５グラム以下、女性は６．５グラム以下として

おりました。この計画にも７．０グラムとありますが、やはり健康日本

２１を参考にということでしょうか。 

 

はい、こちらの計画の基になっている国の方の指針、計画というのが

健康日本２１になっておりましたので、そちらに合わせております。 

 

わかりました。ぜひ皆様、女性の方は６．５グラムを目標にお考えい

ただきたいと思います。少し体格差があるので、そこを目標にしていた

だくとありがたいと思います。 

１つポイントがあります。余分に味付けをしないということで、食卓

にお塩やお醤油を置かない、出てきた料理はそのままで食べるというこ

とを心がけていいただく。少しプラスアルファで加えてしまうと、その

積み重ねで塩分摂取量が多くなっていくので、そこに気をつけて実行し

ていただければと思います。 

また、６７ページの市の取組みですが、市の機構改革が令和６年４月
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天海委員 

 

 

事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天海委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

からということで、ここに記載のある所管課というのは、令和５年度の

組織体制という理解で良いでしょうか。 

 

今回お配りした資料３は、新たな令和６年度の組織体制で記載してお

ります。例えば６７ページに「地域保健課」とありますが、こちらは保

健センターが令和６年度から地域保健課に変わりますので、その名前に

修正しております。 

その他、６７ページで言えば「保育幼稚園課」とありますが、保育園

に関連する業務を行っていた保育課と、幼稚園に関連する業務を行って

いた学務課の業務を統合し、保育幼稚園課となります。これは一例です

が、令和６年度は大きく組織体制が変わる部分がございますので、それ

に合わせて担当課の方は修正しております。 

 

はい、わかりました。菖蒲と鷲宮は保健センターがなくなり、旧久喜

市と栗橋が残ると聞いております。菖蒲地区と鷲宮地区に関しては久喜

と栗橋で担当するとお聞きしましたが、委託事業の数も減っているよう

な気がするので、取りこぼしがないようにやっていただきたいと思いま

す。菖蒲地区に住んでいる方から若干不満が出てきておりまして、活動

する場所がなく、さらにそこの機能もなくなったら私たちはどこに行け

ばいいのかといった話もお聞きしました。 

また、先ほどＳＮＳの活用という話がありましたが、骨チェックは人

気なのですぐ集まりますが、健診（検診）や様々な事業を行っても、な

かなか人が集まらないと聞いたことがありました。蓮田の食改善の活動

をしている方にお聞きしたら、ＬＩＮＥを活用すると集まるということ

だったので、ぜひそちらの方ももっと活用していただきたいと思いま

す。以上です。 

 

はい、どうもありがとうございました。では、伊藤委員お願いいたし

ます。 

 

私は校長会を代表してきております。計画を色々と見せていただい

て、子どもの健康、食というところでは給食課が中心になっており、食

育の方がメインになっております。栗橋小学校では、学校職員として栄

養教諭がおります。栄養教諭は食育に対して子どもたちにたくさん発信
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伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

上岡委員 

 

 

 

 

 

をしてくれており、やはり食は大切だと考えております。 

また、運動量に関しても、どれも子どもたちに直結するものばかりで

す。先ほどのスポーツ少年団のお話にもありましたが、スポーツ少年団

やそういうところで活動している子は、それだけでも運動していると思

いますが、授業以外の運動習慣ということになりますと、本校でも極端

に二極化していると思います。また、前回の会議の際にもお話しさせて

いただいたかもしれませんが、冬ですと、比較的風が強くても、子ども

たちは元気に外に行って遊んでいるという様子がうかがえますが、夏に

なると熱中症対策ということで、冬と比較すると、むしろ夏の方が外に

行って遊ぶのが危険ということで、運動習慣が低下する印象です。これ

からの時代は、子どもが自発的に健康に運動するにはどういう環境を整

えてあげたら良いのかということも感じました。 

また、本日の会議では挙がっていませんが、自殺について小学校はあ

まり関係ないとみられる方もあり、中学校では授業で取り上げるという

ことはしています。今年度の職員の研修で、本校では自殺に対して、ま

ずは職員が研修もさせていただいて、どのように子どもたちのメンタル

をケアするか、明るい未来に希望を持っていけるようにと考えておりま

す。これからの時代は、心の健康を本当に考えていかなければいけない

と思っております。これは直接ではなくとも、不登校児童の話にも繋が

っていきます。この計画はすごく丁寧にまとめていただいておりますの

で、この計画を確認し、校長としてどのように子どもたちと関わって、

どのような指導して、職員とともにどのように子どもたちを育てていっ

たら良いかを考えるきっかけにさせていただきました。ありがとうござ

います。 

 

はい、どうもありがとうございました。では、上岡委員お願いいたし

ます。 

 

歯科医師会の上岡です。私もこの冊子を拝見させていただきました。

私も初年度から委員にさせていただきましたが、大分目標値も良くなっ

てきたと思っております。歯科に関して達成可能と思われる項目は８０

２０（ハチマルニイマル）運動があります。 

また、先ほど保健センターの統合という話がありましたが、私も鷲宮

地区なので疑問に思うところがあります。健診事業はそのまま存続とい
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上岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

奥川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

うことで健診はできますが、その他の相談事は中央保健センターの久喜

と栗橋ということで、なぜ栗橋になったかというのが疑問の１つで少々

腑に落ちないところがあり、鷲宮を残して欲しかったと思っておりま

す。我々は健診事業に協力しているわけですけど、１歳半、３歳、妊産

婦、成人など色々とやっておりますが、やはり子どもが一番気になりま

す。健診の際、最近ではむし歯はほとんどないです。１歳健診、１歳半

健診、３歳健診でも、健診した時点で、むし歯がある、もしくはひどい

むし歯があるというのはほとんどありません。今問題になっているのが

ネグレクトという問題が非常に多く、むし歯が多いお子さん、そういっ

たお子さんは特に注意してください。今、診療所にかかってもお子さん

はお金がほとんどかからない状況です。やはり親に何か問題があるので

はないかと思います。ひどいむし歯とか磨いてないとか、そういった点

でネグレクトがないか、我々は最近注意してみるようにしていますが、

中学校、小学校とも私は診ておりますが、ほとんどむし歯はありませ

ん。一番問題なのは歯周病と歯並びのことに関しての相談が多いです。

よろしくお願いしたいと思います。 

もう１点ですが、歯科医師会は中央保健センターに事務局を開設する

ことになりました。４月から相談事等ありましたら、歯科に関してはお

答えできると思っております。拠点となるところでございますので、こ

の地域の訪問をしてもらいたい等ありましたらご連絡いただければ幸い

だと思っています。 

 

はい、どうもありがとうございました。では、奥川委員お願いいたし

ます。 

 

社会福祉協議会から参りました奥川です。前回から参加させていただ

きましたが、パブリック・コメントや皆様の意見が反映されこの冊子に

まとまったということで、すごく良かったと思いました。社会福祉協議

会としましても、高齢者の関係で地域包括支援センターを受託していた

り、相談機能を持っているので、またこの計画を行政の皆様と一緒に今

後も作り上げていけたら良いと思っております。 

また、市民の皆様に健診（検診）やイベント等に参加していただける

ように、私たちもなかなか周知がうまくいかなくて苦労しているところ

ではあるのですが、周知の方法など一緒に学んでいけたらと思っており
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奥川委員 

 

議長（石﨑会長） 

 

榎本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

新井副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。ありがとうございました。 

 

はい、ありがとうございます。では、榎本委員お願いいたします。 

 

久喜商工会の榎本と申します。商工会としてというよりは、個人的な

感想、意見にはなりますが、１０８ページの自殺の部分ついてです。久

喜市は、年齢層が高い方に自殺者が多いということで記載があります

が、全国では小中高生の自殺者が過去最多となっておりますので、今後

検討していく中で、自殺に対する子どもや若者がアクセスしやすい、子

どもの目線に立った政策や支援がもう少しあっても良いと感じました。

全国で小中高生の自殺者が増えているということもあり、久喜市も例外

ではなくなると考えますし、また大人と同じような方法では、なかなか

効果が出てこないのではないかと思います。私が見た限りですと、１９

歳以下の自殺の原因というのは、いじめとかではなく、学業不振、失

恋、子ども特有の悩みによって命を落とすということがかなり多いと聞

いています。スクールカウンセラーも今は３万ヶ所以上設置されている

ようですが、なかなか悩みを抱えた子どもが利用するに至っていないと

いうのが現状で、今後、計画の作成にあたっては、もう少し子どもの目

線を入れても良いと感じました。以上です。 

 

はい、ありがとうございます。新井副会長お願いできますでしょう

か。 

 

はい、今回のこの計画案ですが、前回の計画から引き継いで整合性を

図りながら、素晴らしいプランを立てていただいたのではないかと思い

ます。医師会から来ておりますので、皆さんからお話のあった検診につ

いて、少しお話をさせていただこうと思います。 

がん検診、非常に重要です。胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、

乳がん等検診はありますが、日本人ではピロリ菌の数が減っていたり、

除菌が進んでいます。Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎の患者さんも減っています。

また、喫煙率も減っています。そういった中で、がんの出方が変わって

きています。先程、がんに関する大変残念なお話を伺いましたけれど

も、食道がんの検診はございません。公的な検診を受けていても、食道

がんが見つけられる可能性は残念ながら少ないです。食道がんはかなり
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議長（石﨑会長） 

 

事務局(真坂部長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁が薄いので、すぐ外へ出てしまいます。進行しやすいので、かなり病

気が進んでから見つかるという患者さんが多いのが実状です。例えば膵

臓がんや腎臓がんも検診がありませんので、どうしても見つかりにくい

がんになります。このため、今の公的な検診だけではなくて、いわゆる

人間ドックというのを自費で受けたり、少し補助が出たりするところも

ありますので、そういった制度を利用していただくことがありますし、

がん検診そのものも、国全体の話になりますが、やり方を見直す時期に

差しかかっているのではないかと思います。 

また、特定健康診査に関しましては、確かに受診率が非常に低く、も

っと皆さん受けていただきたいと思います。私は糖尿病専門でやってお

りますが、こんなに状態が悪いのにお年が６０数歳で、今まで２０年間

健診を受けてきませんでしたという方がたくさんおられます。そういっ

た方への発信が非常に重要です。近年の全般的な話になりますが、若い

方も４０歳になるとみんな健診を受けてくれるかというとほとんど受け

てくれません。ＳＮＳの発信も非常に重要ですが、さらに今の若い人た

ちは得がないとやらないという印象です。その時間を健診に割いたこと

による得がどのくらいあるのか、或いは、それはお金の面だけではな

く、例えば写真映えするとか何でもいいのですが、そういった得がない

となかなか健診に振り向いてくれないというところがありますので、発

信の仕方が非常に難しくなってきており、色々とご検討いただきたいと

思います。以上です。 

 

  事務局より補足があるということですのでお願いいたします。 

 

 はい、失礼いたします。今、委員の方々からのご意見として、鷲宮と

菖蒲の保健センターがなくなるという発言をいただきましたので、少し

だけ補足説明をさせていただきたいと思います。 

   これまで保健センターの職員を４つの保健センターに配置しておりま

した。来年度からは児童福祉の業務を行っていた子どもの部署と、保健

センターで業務を行っていた子どもの母子保健係を統合し、こども家庭

センターの設置という国のガイドラインに沿って、こども家庭保健課と

いう組織を再編いたしました。このような状況で、成人保健をやってい

た職員と、母子保健をやっていた職員が離れ、各保健センターにいる職

員の数が減ることとなります。少ない人数で各センターに職員がそれぞ
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事務局(真坂部長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れいると、事務が円滑に進まないことがあるため、中央保健センターと

栗橋の保健センターに職員を置くことになります。そして、保健センタ

ーそのものは４ヶ所残り、事業は４つの保健センターで継続をしていき

ます。職員が常時いる場所は中央保健センターと栗橋保健センターの２

ヶ所になりますが、事業のときには各センターに出向いたり、家庭訪問

など地域の皆様に呼んでいただければ、保健師たちも今まで通りに活動

し、出前講座などもやらせていただきたいと考えております。皆様に対

して、その保健事業の質が低下するようなことのないよう、きちんと仕

事をして参りますので、是非とも、これから皆様のお力添えをいただき

まして、どんどん保健師が外に出ていけるようにしていきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 はい、ありがとうございました。 

また、委員の皆様方からも貴重なお言葉をいただきまして、どうもあ

りがとうございます。 

計画はここからが真のスタートとなります。この計画がいかに取り組

まれていくか、そしてその進行管理をどのようにしていくかというとこ

ろが、１２年間という長期にわたる計画ですので、非常に重要なところ

と改めて感じました。その上で、皆さんがおっしゃっていたご自身の健

康への思いや健康づくりのこと、また、各ご所属団体でのご活動、取組

みにおける課題や上手くいった事例など、次年度以降の会議ではぜひ共

有していきながら、この計画をどう推進していくかを話し合えるような

場にしていけると計画が生きたものになっていくと感じました。 

来年度からは市の組織が再編されて所管課も変わりますが、大きな計

画の動き出しとも重なります。計画がうまく機能するように、ぜひ皆様

方のお力添えをいただきながら、進行管理についても審議が深められれ

ば良いと思います。 

地域格差についてのご発言も何人かの委員様からありましたが、既存

の施設がなくなることによって集まる場が減る、それがデメリットにな

るのか、上手く新しいことをしていく機会になるのか、我々自身も自分

事として前向きに考えていくことが必要と思いながら伺っておりまし

た。今後ともぜひ皆様方からの意見をお願いしたいと思います。 

では、事務局からその他補足、ご説明等ありましたら、お願いいたし

ます。 
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事務局(加藤主幹) 

 

 

 

 

 

 

議長（石﨑会長） 

 

 

 

 

 

 

 

司会（渡部課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新井副会長 

 

 

司会（渡部課長） 

 

 

 

今回最終案で計画をお配りしておりますが、今回完成形を印刷すると

いうことは考えておらず、市のホームページで公開をさせていただく予

定でございます。 

ただ委員の皆様には第２次計画のような綺麗な形で製本したものでは

ございませんが、こちらで印刷したものを後日お送りさせていただきた

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

はい。ただいま計画の公開方法につきましてご説明がありましたが、

皆様方からご意見やご質問等はございますか。よろしいでしょうか。 

では本日予定しておりました議題を終了させていただきます。もしご

発言できなかったご意見等がございましたら、この後事務局までお寄せ

いただければと思います。 

本日は長時間にわたりまして、委員の皆様にはご協力いただきありが

とうございました。ここで議長の任を解かせていただきます。 

 

石﨑会長、委員の皆様、どうもお疲れ様でございました。 

この審議会の皆様の多大なご協力によりまして次期計画をまとめるこ

とができました。改めて御礼申し上げます。どうもありがとうございま

した。 

令和６年度は計画の進捗状況のご報告と、それに対しますご意見等を

お伺いすることが主な議題になって参ります。また、来年度は年３回会

議を予定しております。 

日程は現時点で未定ですが、近くなりましたらご案内をさせていただ

きますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは閉会のご挨拶を新井副会長からお願いいたします。 

 

  ５ 閉会 

（副会長あいさつ） 

 

ありがとうございました。 

以上をもちまして、令和５年度第４回久喜市健康増進・食育推進会議

を散会とさせていただきます。大変お疲れ様でございました。どうもあ

りがとうございました。 
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審 議 会 等 会 議 録 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

 ２０２４年 ４月 １６日    

久喜市健康増進・食育推進会議 会長 石﨑 順子 

 


